
 

 

 

 

 

 

 

 Ｒ７ バレーボールアンケート 結果 

 令和６年度初めて、スマホから子どもたちの声を聞く、アンケートを実施させてもらいました。

下記に合計２００名のジュニアバレーボーラーに回答してもらった結果を掲載しています。 

 私たちにとって、「なるほど」「そう思っていたのか」「このようなイベントを計画してみよう」

という発見や納得が多々あるアンケート結果でした。皆様ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 やはり、パスでつないで、攻撃するスタイルのバレーボー

ルという競技自体の魅力は、時代が移り変わっても不変です。

その魅力を増幅させてくれるのが「ハイキュー」であり「石

川ゆうき・高橋らん」などのスター選手です。 

（１）の問いと重複する回答が多いようです。注目点は、バ

レーボールの大会よりも練習が楽しいという子の割合が多い

ということです。友だちの存在が大きいこともわかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）こんな大会やイベントがあったらいいな、とあなたが思うことを教えてください。（抜粋） 

・監督が怒ってはいけない大会・日本代表選手のバレーボール教室・バレーボール祭り・チームバラバ

ラにして戦う・有名人とバレーボール・プロバレー選手を間近で見られるイベント！・全日本の人に教

えてもらいたい・中学生とか高校生に教えてもらうイベントみたいなのがあったらいいなと思う・ドッ

ジボール大会・いろんなチームの人が混ざってチームをつくって練習試合などをしてみたい・大会で試

合をいっぱいしてみたい・学年関係なくソフトバレーの大会がしたい。いろんなチームの監督やお父さ

んとお母さんの大会を見たい・子ども達が勝っても負けても「楽しかった！」と言えるイベント・試合

をしたことないチームと試合をしてみたい・チームがそれぞれお店を出したり催し物をしたりしてチー

ムメイトのみならず、他チームの方々との繋がりが出来るようなイベントがあればいいなと思います・

色んなチームの監督に教わるイベント など 

 

 

 

肯定的な評価が多いのですが、どちらとも言えないという声も６～７％（15名程度）います。子ども

たちの口コミが一番の競技者拡大の原動力です。今いる子どもたちを大切に。そして今一番苦労して

いる子ども、技術が未熟な子どもが参加しやすい雰囲気づくりを！ 

 四国大会や全国大会が、ジュニアバレーボーラーのモチベーションになっていることは間違いあり

ません。ただその大会の開催の仕方が、子どもたちの要望に応えられているのかについては、検討が

必要かと思います。今年の四国大会は高知県開催です。感動演出の舞台設定をがんばりたいです。 


